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 現代と同じように複合社会（階層化社会）は政治、経済、宗教などの様々な社会システ

ムが結合して成り立っている。社会複雑化プロセス研究とは、社会変容を社会システムが

複合的に結びついて起こる現象として捉えるアプローチである。  
 本研究で対象とするマヤ地域は、新大陸の中でもスペイン到達期に長距離交易が発達し

ていた地域であり、マヤ南部地域はメソアメリカの中でも複合社会の形成が早くに確認さ

れている地域である。このマヤ南部地域で社会複雑化プロセスを解明するには、地域全体

を包含する社会システムを見るべきであると考え、交換ネットワークを分析で扱うことに

した。また、これまで同地域では社会複雑性のイデオロギー的側面を取り扱う研究が多か

ったが、社会システムの多面的な分析が必要と考え、本論文では社会経済的側面に焦点を

当てることとした。  
分析の第 1 段階としては、セトルメント・ヒエラルキーをマヤ地域の対象サイトに設定

し地図を作成した。更にランク―サイズ分析を行い、地域内で人口の局地化、集中がどの

ように現われるかを考察した。人口の集中や分散といった現象と社会的経済的な複雑化の

プロセスを結びつけて解釈した。  
第 2 段階では、黒曜石の交換ネットワークの復元を試みた。交換ネットワークの変化に

は社会関係の変化が表れるためである。交換ネットワークは産地特定可能な交換財でなく

ては復元できないため、本論文では産地同定されている黒曜石を分析対象とした。マヤ先

古典期研究者は、黒曜石石刃は社会的意味を持つ交換財であると考えてきた。この黒曜石

の産地別分布状況と、石刃製作サイトを特定することで、マヤ南部地域の地域間、地域内

関係を考察した。  
これらの分析結果から、先古典期のマヤ南部地域内でセトルメント・ヒエラルキーの変

化に見られる社会複雑性に差異が生じていることが明らかになった。つまり地域全体のプ

ロセスが一様ではなかったということである。また、黒曜石交換ネットワークの復元から

も、多様な交換網が統合されるという結果にはならなかった。これはマヤ南部地域全体に

単一の政体があったとする一部の先行研究の議論を否定するものである。  
また、黒曜石分析データや立地環境的に考え、同地域がマヤ南部地域全体の交換ネット

ワークの中継地であった可能性があると言及した。黒曜石の他に、近年の胎土分析で原産

地特定されたマヤ南部地域の 3 つの土器型式が同地域にのみ全て存在していることが分か

っており、この結果からも裏付けられる。そして同地域では他地域のように人口の集中が

見られないことと、中継地という役割に何らかの関連性があったことについて論じた。  
 これらの議論より、マヤ南部地域において、交換ネットワークにおける地域の役割と、

人口局地化し、集権化するという社会複雑化のプロセスの間に相関関係があることを結論

として述べた。  




